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Abstract
A multilayered stratum corneum is generated when skin moisture reduces. Several reports revealed on the assessment of 

the multilayered stratum corneum using different analytical methods. We performed an imaging analysis of the multilayered 
stratum corneum obtained using a tape-stripping method. An eosin staining method was performed to conduct short-term 
analysis of the stratum corneum and revealed that an eosin dye solution acidified the tissues for a short period. Moreover, we 
could achieve an image binarization of only the stratum corneum by extracting the luminosity picture of complementary 
green color using the dye sample image. Furthermore, extracting only the multilayered stratum corneum increased the lumi-
nosity by 1.5 times over the usual threshold. The differences with imaging were examined under these conditions. The results 
of this imaging analysis revealed a high coincidence rate and suggest that the short-term dyeing method allowed the same 
imaging quality.
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1.　緒　　　言

角層は表皮の最外層に位置し，10～20 μｍの厚みがあ
る層で，生体内と外界とを分け隔てている器官である。
その働きは，生体内への異物の侵入を防ぐとともに，表
皮より下層に存在する水分や，栄養分が外界へ逃げ出さ
ないよう制御するバリア機能や，角層内に適度な水分を
保持する水分保持機能などを有している。また，これら
の機能が正常に働くことで，角層の柔軟性や表皮の滑ら
かさを維持している。しかし，老化や肌荒れなどにより
機能が低下し，皮膚が乾燥すると角層の柔軟性や，滑ら
かさなどが失われる 1）。そのため，角層内の水分量は皮
膚の状態を把握する一つの指標として扱われている。
角層内の水分環境を把握する方法として，目視にて直
接皮膚の乾燥状態を確認する方法や重層剥離による解
析，電気伝導度を測定する方法などが報告されてい
る 2）–4）。これらの測定手法を組み合わせることで，より
正確に皮膚中の水分量を把握できると考えられる。
なかでも重層剥離とは，角層細胞が塊で剥離する鱗屑
を，テープストリッピングにより採取することで観察さ
れる状態である 3）–5）。
解析には，主にテープストリッピングなどで得られた
角層をさらにスライドガラスへ転写し，そのままないし
染色を行うことで得られた像を用いて行う 2）–9）。

詳細には，採取された重層剥離の量を指標とし，目視
にて専門評価者が判定する方法 8）や，テープストリッ
ピングにより採取した角層をフィルムスキャナーなどで
輝度反転画像を取り込み，得られた画像の輝度値から，
重層剥離量を算出する方法などがある 6）,  9）。
しかし，目視による判定は，基準を設けても判定者の
習熟度による影響があることは否めない。一方，輝度反
転画像による方法は，目視によって 2値化処理を行って
いることから，重層剥離部の抽出に時間を必要とするこ
とが安易に想像できた。
そこでわれわれは，一定した重層剥離の解析結果を自
動で得ることを目的とし，剥離角層のカラー画像解析を
検討した。
その結果，習熟した判定者と同等の判定結果を得るこ
とができた。また，既知の染色方法 6）を行った場合，
全工程で約 2日間を要するため，目視や電気伝導度によ
る水分量の測定と重層剥離の解析を同時に行うことは，
困難であった。そこで，短時間に染色を行う手法につい
ても検討したので，併せて報告する。

2.　方　　　法

2–1.　角層染色標本の作成方法
角層染色標本は，被験者皮膚よりセロハンテープ（ニ
チバン製）にて角層を採取し，染色器具（Fig. 1a）に取
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